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　昨年度に引き続き、小学生を対象とした「
あさひ星空観察講座を」春から秋にかけて全
4回開催しました。
　屋外では「中秋の名月」に大きな望遠鏡で
月を観察しました。また、今年は天候に恵ま
れず屋内での講座が多かったのですが、映像
を見ながら講師の先生方の説明にみなさん熱
心に耳を傾けていました。
　来年度も魅力的な講座を開催予定ですので
ぜひご参加ください！

「あさひ星空観察講座」 を
開催しました！

　朝日町エコミュージアム協会が「山形どまんなか

探訪スタンプラリー(山形どまんなか探訪コース)の

スタンプスポットに指定されています。

　これは西村山の5市町を巡るスタンプラリーで、集

めたスタンプ数で特産品やグッズが当る抽選に応募

できるものです。

　エココーナーにチラシと二次元コードを設置して

おりますので是非お立ち寄りください。

期間　令和7年11月22日(土)～令和8年1月25日(日)
※詳しくは設置のチラシをご覧ください。

　この度、7年ぶりに「朝日町エコミュージアムガイドマッ
プ」をリニューアル致しました。
　在庫数も少なくなり、情報も古くなっていたことから、協
会会員の皆さんと内容についての検討を重ね更新しました。
　町内を巡るお供に新しいガイド
マップをご活用いただけましたら
幸いです！
※ガイドマップはエコルームで配布しています。

「朝日町エコミュージアムガイドマップ」を
リニューアルしました！NEW

朝日町エコミュージアムかるた大会
（令和7年2月11日開催）

「朝日町エコミュージアムかるた大会」
を開催します !!
　かるたで遊びながら町のことを知ってもらう機会になればいいと
思い、今年度も「朝日町エコミュージアムかるた大会」を開催しま
す。(※詳しい案内は各小学校に配布します。)
　素敵な賞品や参加賞もありますので、みなさんぜひ参加してくだ
さい！当日、ご家族の応援なども大歓迎です！

募
集
要
項

◆日　　時　令和8年2月11日(水・祝日/建国記念の日)
　　　　　　9：30～12：00(受付　9：00～)　　　　　　
◆場　　所　朝日町エコミュージアムコアセンター
　　　　　　「創遊館」2F和室1・2
◆対　　象　町内の小学生(1～6年生)
◆参 加 料　 無料
◆申込締切　令和8年1月30日(金) 
（※申込書は担任の先生に出してください。提出期限が過ぎた場合は、

2月8日(日)までエコルームに直接お申込みください。）

◆主　　催　NPO法人朝日町エコミュージアム協会
◆後　　援　朝日町
◆協　　賛　町内事業所
■問合せ先　朝日町エコミュージアムルーム（月･木休み　9時～17時）
TEL・FAX　0237-67-2821　
E-mail　eco@town.asahi.yamagata.jp
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